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1　は　じ　め　に

山形県庄内砂丘地におけるメロン栽培の歴史は古く，以

前はプリンスがほとんどであった。しかし．1978年ごろか

らアンデスが導入され始め，現在は＿E力品種に位置づけら

れている。1989年におけるアンデスの作付面積は490haと

なっている。

作型は，6月下旬～7月中旬収穫のハウス早熟栽培．7

月下旬～8月中旬収穫のトンネル早熟栽培が主体となって

いる。このため，出荷のピークは7月下旬～8月上旬に現

われ．このころから販売単価が下落する例が多くあった。

したがって．この出荷ピークの山を前後に崩していくこと

表1　試験区

が．メロン作経営の安定をはかるうえで，また，労働力分

散の面からも極めて重要なことである。

先に．前進出荷のための栽培技術は確立したので，今回

は，ネットメロン（品種　アンデス）の収穫期を8月中旬

～9月まで拡大するため，人型トンネル及びハウス栽培に

おける播種期と栽培様式について検討した。

2　試　験　方　法

（1）試験圃場：山形県立砂丘地農業試験場（山形県柄凹

市）砂丘未熟上（内灘統）

（2）供試品種：アンデス（サカタのタネ）

（引　試験区：表1参照

区 播 種 期 定 植 期 整　 枝　 方　 法 栽　　 培　　 様　　 式

1 4 月 2 5 日 5 月 2 2 日 子 づ る 2 本片 側 誘 引 大 型 トンネ ル這 い栽 培　 4 果 ／株

2 5 月 15 日 6 月 8 日 子 づ る 2 本 片側 誘 引 大 型 トンネ ル這 い栽 培　 4 果 ／株

3 5 月 15 日 6 月 8 日 子 づ る 2 本 両側 誘 引 ハ ウス這 い 栽培　　　　 4 果 ／株

4 5 月 15 日 6 月 8 日 親 づ る 1 本 仕 立 て ハ ウス 立 ち 栽培　　　 1 果 ／株

往．目標着果節位：l区11－15節，2区　9－13節，3区　9－12節，
4区　9－11節

（4）栽培概要

1区　うね幅：2．7m，株間；80cm，透明ポリマルチ

使用

2区　うね幅：2．7m，株間；80cm．黒色ポリマルチ

使用

3区　うね幅：2．7m，株間；45cm，1条植え，シルバー

ポリマルチ使用，ハウスサイドにrl寒冷しや使用

4区　うね幅：2．7m，株間；40cm，2条植え，シルバー

ポリマルチ使用，ハウスサイドに自寒冷しゃ使用

施肥量（kg／10a）N－9．5．P20，－14．3，K20－12．1

3　試験結果及び考案

（1）大型トンネル這い栽培

4月25日・5月15日播種とも雌花着生・着果とも良かっ

た（表2）。しかし．5月15日播種では．着果及び果実肥

大が7月～8月の高温期に当り，トンネル内は砂地の影響

を受けて高温となり．果実肥大が良い割には，糖発現が不

安定でばらつきが大きくかつ果形が乱れるなど品質が低下

した　く表3）。

一万，4月25日播種では，5月15廿播梓のような糖度の

ばらつきや果形の乱れがなく，果実形質が優った（表3）。

（2）ハウス栽培

這い栽培，立ち栽培とも雌花着生・着果は良く，それぞ

れ95％以【二の高い数字であった（表2）。

果実肥大期は，前述のとおり7月～8月の高温期に当れ

這い栽培は高温の影軌こより，果実肥大が良い割には糖度

のばらつきが人きく，果形が乱れ，占7．質は劣った（表3）。

蓑2　雌花着生・着果　　　　　（1区10株当たり）

区
雌　 花l） 自壊着果節位 同左平均 着果率 2）
着 生 率 交配期間 1） 交 配　 日

l 97．0 ％ 6／24 ～ 7／ 1 6／28 100　％

2 96．0 7／ 9 － 7 ／15 7／12 96．9

3 97．3 7／ 8 － 7／14 7／11 95，9

4 100 7／ 3 － 7／ 8 7／ 5 98．3

温1）：1区11－15軌　2区9－13節，3区9－12節
4区　9～11節

2）：着果数／雌花着生数×100
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表3　果実形質

平　 均 平　 均 着 果 果 垂 果実 の 長 さk d 乗 り ネ　 ッ　 ト
果 形 3） 総 合 3）

糖　 度 （B r ix ）

区 交 配 日 収 穫 日 節 位 （g ） た て　 よ　 こ 径 比 密度 2）盛 上り3） 最 高 最 低 平 均

16．3 ％ 13．7 ％ 15．1 ％1 6／27 8 ／15 12．2 節 1，576 14．1　 14．3 0．98 2．2　　 2 ．2 2，3 2 ．0

2 7／11 8 ／28 9．2 1．435 13．5　 14．0 0．96 2．1　　 2．1 1．9 1．9 16．6　 13 ．1　 14 ．8

3 7／10 8 ／28 9．7 1，5 18 13．8　 14．2 0．97 2．0　　 1．9 1．9 1．8 16．3　 10 ．9　 14 ．7

4 7／ 5 8 ／24 9．7 1，6 18 14．4　 14．4 1．0 0 2．8　　　 3．0 2．7 2．6 18 ．9　 15．8　 16 ．9

1）‥た て ／よ こ　 2）： 1 （粗 ）～ 3 （密 ）　 3 ）： 1 （不良 ）～ 3 （良 ）　 4 ）‥ 1 － 3 区

10株，4区　20株調査

しかし，立ち栽培では，糖度が高く，安定し，更にネッ

ト発現が良いなど果実形質が優った（表3）。これは，立

ち栽培により．風通しが良くなり，メロンの生育環境が改

善されたためと考えられる。

表4　収穫果数

区
収穫 商品 商品果 果感）重義） 等級 の分布
乗数 果 重　 量 優　　 良
（個） （個） （kgテ （個） （kg） （％）

1 38 36 58．4 167 270 2．8　 33．3　 63．9

2 39 38 55．3 176 256 0　　 23．7　 76．3

3 40 35 53．6 288 44 1 0　　 20．0　 80．0

4 20 20 32．4 185 300 20．0　 70．0　 10．0

4　ま　　と　　め

8月中旬収穫には，4月下旬播種，5月中旬定植とする

大型トンネル這い栽培で，チづる2本片側誘引・1株4果

着果とする。8月下旬収穫には．5月中旬に播種し．ハウ

ス立ち栽培で∴親づる1本仕立て・1株1果着果とするの

か良い。なお，この時期の栽培では，モザイク病の先生が

問題になるので，その予防には細心の対策が必要である。

今後，更に高品質な果実の多収穫をねらいとした栽植密

度や撃枝方法などを検討する必要がある。
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